
前
号
で
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し
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退
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手
当

の
見
直
し｣

に

対
し
て
、
怒
り

が
沸
い
て
く
る
。

こ
の
５
年
間
で
、

公
務
員
の
退
職
給
与
が
民
間

よ
り
も
約
７
８
１
千
円
（
３
・

０
８
％
）
上
回
る
状
況
に
な
っ

た
と
い
う
。
そ
し
て
、
今
回

の
引
下
げ
幅
は
、
内
閣
人
事

局
の
さ
じ
加
減
で
決
ま
る
と

も
▼
前
回
の
「
見
直
し
」
の

２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）

に
は
、
平
均
４
０
２
万
円
の

引
下
げ
、
続
く｢

給
与
制
度

の
総
合
的
見
直
し｣

で
も
最

大
20
万
円
も
の
退
職
給
与
が

露
に
消
え
て
い
る
▼
こ
の
５

年
間
、｢

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス｣

と
呼
ば
れ
る
鳴
り
物
入
り
の

経
済
政
策
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
結
局
は
非
正

規
雇
用
を
増
大
さ
せ
、
貧
富

の
差
を
拡
げ
た
だ
け
で
、
汗

水
流
し
て
働
く
中
小
企
業
や

労
働
者
に
は
、
何
も
利
す
る

と
こ
ろ
の
な
い
政
策
だ
っ
た

と
、
今
更
な
が
ら
気
が
付
い

た
。
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上
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と
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入
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全
国
税
・
沖
縄
国
公
労
全
税
支
部
協
議
会
は
５
月
26
日
（
金
）
、
迫
田
国
税
庁

長
官
と
の
団
体
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

交
渉
で
は
、
①
確
定
申
告
期
事
務
、
②
管
理
運
営
部
門
、
③
調
査
・
徴
収
事
務
、

④
公
正
で
明
朗
な
人
事
の
確
立
、
⑤
全
国
税
・
全
税
支
部
組
合
員
へ
の
差
別
根
絶
、

⑥
賃
金
・
制
度
改
善
、
⑦
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶
、
を
議
題
と
し
、
要
求

実
現
を
迫
り
ま
し
た
。

全
国
税
・
沖
縄
国
公
労
全
税
支
部
協
議
会
は
５
月
26
日
（
金
）
、
迫
田
国
税
庁

長
官
と
の
団
体
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

交
渉
で
は
、
①
確
定
申
告
期
事
務
、
②
管
理
運
営
部
門
、
③
調
査
・
徴
収
事
務
、

④
公
正
で
明
朗
な
人
事
の
確
立
、
⑤
全
国
税
・
全
税
支
部
組
合
員
へ
の
差
別
根
絶
、

⑥
賃
金
・
制
度
改
善
、
⑦
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶
、
を
議
題
と
し
、
要
求

実
現
を
迫
り
ま
し
た
。

協
議
会

中
高
年
層
の
処
遇

を
改
善
す
る
こ
と
。
①
上
席

６
級
格
付
け
、
②
一
般
上
席

か
ら
昇
任
で
き
る
特
官
・
相

談
官
な
ど
の
６
級
ポ
ス
ト
の

増
設
、
③
署
の
一
般
上
席
か

ら
の
発
令
を
す
る
こ
と
。

長
官

人
事
院
総
裁
に
直
接

協
議
会

中
高
年
層
の
処
遇

を
改
善
す
る
こ
と
。
①
上
席

６
級
格
付
け
、
②
一
般
上
席

か
ら
昇
任
で
き
る
特
官
・
相

談
官
な
ど
の
６
級
ポ
ス
ト
の

増
設
、
③
署
の
一
般
上
席
か

ら
の
発
令
を
す
る
こ
と
。

長
官

人
事
院
総
裁
に
直
接

要
望
し
て
き
た
。
上
席
６
級

格
付
け
も
働
き
か
け
て
い
る

が
、
査
定
当
局
の
厳
し
い
姿

勢
に
変
わ
り
が
な
い
。

人
事
課
長

人
事
の
基
本
に

則
り
、
適
材
適
所
の
人
事
に

努
め
て
い
き
た
い
。

協
議
会

配
転
で
は
、
①
本

要
望
し
て
き
た
。
上
席
６
級

格
付
け
も
働
き
か
け
て
い
る

が
、
査
定
当
局
の
厳
し
い
姿

勢
に
変
わ
り
が
な
い
。

人
事
課
長

人
事
の
基
本
に

則
り
、
適
材
適
所
の
人
事
に

努
め
て
い
き
た
い
。

協
議
会

配
転
で
は
、
①
本

人
希
望
を
最
優
先
す
る
こ
と
。

②
内
示
日
は
前
倒
し
す
る
こ

と
。

長
官

公
務
の
要
請
が
許
す

限
り
、
身
上
に
で
き
る
限
り

配
意
し
て
い
く
。
一
週
間
前

の
予
告
は
限
界
だ
。

協
議
会

①
若
手
の
「
布
団

付
き
配
転
」
と
呼
ば
れ
る
異

動
を
縮
小
す
る
こ
と
。
②
赴

任
期
間
を
保
障
す
る
こ
と
。

長
官

①
地
方
局
で
は
広
い

地
域
に
署
が
点
在
し
、
転
居

配
転
を
な
く
す
事
は
難
し
い
。

人
希
望
を
最
優
先
す
る
こ
と
。

②
内
示
日
は
前
倒
し
す
る
こ

と
。

長
官

公
務
の
要
請
が
許
す

限
り
、
身
上
に
で
き
る
限
り

配
意
し
て
い
く
。
一
週
間
前

の
予
告
は
限
界
だ
。

協
議
会

①
若
手
の
「
布
団

付
き
配
転
」
と
呼
ば
れ
る
異

動
を
縮
小
す
る
こ
と
。
②
赴

任
期
間
を
保
障
す
る
こ
と
。

長
官

①
地
方
局
で
は
広
い

地
域
に
署
が
点
在
し
、
転
居

配
転
を
な
く
す
事
は
難
し
い
。

人
事
課
長

②
公
務
上
必
要

な
赴
任
の
準
備
の
た
め
に
必

要
な
期
間
。
必
要
な
け
れ
ば

速
や
か
に
着
任
し
て
も
ら
う
。

柔
軟
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
。

協
議
会

赴
任
期
間
の
趣
旨

の
徹
底
を
。
初
め
て
配
転
す

る
若
手
職
員
は
、
「
明
日
か

ら
来
い
」
と
言
わ
れ
れ
ば
来

ざ
る
を
得
な
い
。

人
事
課
長

②
公
務
上
必
要

な
赴
任
の
準
備
の
た
め
に
必

要
な
期
間
。
必
要
な
け
れ
ば

速
や
か
に
着
任
し
て
も
ら
う
。

柔
軟
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
。

協
議
会

赴
任
期
間
の
趣
旨

の
徹
底
を
。
初
め
て
配
転
す

る
若
手
職
員
は
、
「
明
日
か

ら
来
い
」
と
言
わ
れ
れ
ば
来

ざ
る
を
得
な
い
。

協
議
会

局
間
交
流
で
、
沖

縄
事
務
所
の
ポ
ス
ト
が
他
局

に
奪
わ
れ
、
沖
縄
の
処
遇
が

遅
れ
て
い
る
。
昨
年
は
沖
縄

協
議
会

局
間
交
流
で
、
沖

縄
事
務
所
の
ポ
ス
ト
が
他
局

に
奪
わ
れ
、
沖
縄
の
処
遇
が

遅
れ
て
い
る
。
昨
年
は
沖
縄

の
受
入
れ
が
６
名
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
他
局
へ
は
２
名

だ
け
。
こ
う
い
う
局
間
交
流

人
事
は
や
め
る
こ
と
。

長
官

局
間
の
人
事
交
流
は

有
用
だ
。
そ
の
上
で
、
公
務

の
要
請
に
基
づ
き
、
行
政
効

率
を
最
大
に
発
揮
で
き
る
よ

う
、
職
員
個
々
の
身
上
把
握

の
う
え
、
総
合
勘
案
し
て
行
っ

て
い
る
。
沖
縄
も
同
様
だ
。

協
議
会

今
年
で
沖
縄
返
還

45
年
。
局
間
の
交
流
自
体
は
、

の
受
入
れ
が
６
名
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
他
局
へ
は
２
名

だ
け
。
こ
う
い
う
局
間
交
流

人
事
は
や
め
る
こ
と
。

長
官

局
間
の
人
事
交
流
は

有
用
だ
。
そ
の
上
で
、
公
務

の
要
請
に
基
づ
き
、
行
政
効

率
を
最
大
に
発
揮
で
き
る
よ

う
、
職
員
個
々
の
身
上
把
握

の
う
え
、
総
合
勘
案
し
て
行
っ

て
い
る
。
沖
縄
も
同
様
だ
。

協
議
会

今
年
で
沖
縄
返
還

45
年
。
局
間
の
交
流
自
体
は
、

否
定
し
て
い
な
い
が
、
あ
ま

り
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
だ
。

人
事
課
長

他
局
に
お
い
て

も
、
同
数
の
発
令
と
な
っ
て

い
な
い
。
人
事
の
基
本
に
沿
っ

た
発
令
の
結
果
だ
。

否
定
し
て
い
な
い
が
、
あ
ま

り
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
だ
。

人
事
課
長

他
局
に
お
い
て

も
、
同
数
の
発
令
と
な
っ
て

い
な
い
。
人
事
の
基
本
に
沿
っ

た
発
令
の
結
果
だ
。

協
議
会

人
事
院
は
退
職
手

当
に
つ
い
て
、
「
公
務
が
民

間
を
78
・
１
万
円
（
３
・
08

協
議
会

人
事
院
は
退
職
手

当
に
つ
い
て
、
「
公
務
が
民

間
を
78
・
１
万
円
（
３
・
08

％
）
上
回
っ
て
お
り
、
水
準

を
見
直
す
こ
と
が
適
当
」
と

見
解
を
出
し
た
。
退
職
手
当

引
下
げ
に
反
対
す
る
よ
う
働

き
か
け
て
も
ら
い
た
い
。

長
官

公
務
員
全
体
の
問
題

で
あ
り
、
当
庁
と
し
て
意
見

を
言
う
立
場
に
な
い
。

協
議
会

新
幹
線
通
勤
の
手

％
）
上
回
っ
て
お
り
、
水
準

を
見
直
す
こ
と
が
適
当
」
と

見
解
を
出
し
た
。
退
職
手
当

引
下
げ
に
反
対
す
る
よ
う
働

き
か
け
て
も
ら
い
た
い
。

長
官

公
務
員
全
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の
問
題

で
あ
り
、
当
庁
と
し
て
意
見

を
言
う
立
場
に
な
い
。

協
議
会

新
幹
線
通
勤
の
手

当
を
改
善
す
る
こ
と
。

長
官

一
部
を
自
己
負
担
し

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
全
額
支
給
さ
れ
る
よ
う

人
事
院
総
裁
に
要
望
し
た
。

協
議
会

非
常
勤
職
員
の
処

遇
改
善
に
つ
い
て
、
「
人
事

管
理
運
営
協
議
会
」
の
申
合

せ
ど
お
り
改
善
す
る
こ
と
。

人
事
課
長

あ
く
ま
で
、
予

算
の
範
囲
が
前
提
だ
。
そ
の

点
も
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
。

協
議
会

予
算
を
確
保
す
る

こ
と
。

当
を
改
善
す
る
こ
と
。

長
官

一
部
を
自
己
負
担
し

て
い
る
こ
と
は
承
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し
て
い

る
。
全
額
支
給
さ
れ
る
よ
う

人
事
院
総
裁
に
要
望
し
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。

協
議
会

非
常
勤
職
員
の
処

遇
改
善
に
つ
い
て
、
「
人
事

管
理
運
営
協
議
会
」
の
申
合

せ
ど
お
り
改
善
す
る
こ
と
。

人
事
課
長

あ
く
ま
で
、
予

算
の
範
囲
が
前
提
だ
。
そ
の

点
も
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
。

協
議
会

予
算
を
確
保
す
る

こ
と
。

協
議
会

滞
納
整
理
事
務
の
集
中

化
を
今
回
増
や
し
た
意
図
は
何
か
。

長
官

対
象
署
の
統
括
の
負
担
軽

減
等
の
効
果
が
あ
っ
た
。
試
行
段

階
で
把
握
し
た
課
題
も
、
乗
り
越

え
ら
れ
る
と
認
識
し
た
。

協
議
会

仙
台
局
や
広
島
局
の
対

象
署
が
突
出
し
、
無
配
置
と
な
る

署
も
少
な
く
な
い
。
身
上
申
告
書

に
希
望
が
書
け
な
く
な
る
。
中
心

署
へ
の
希
望
が
ま
す
ま
す
集
中
し
、

希
望
も
叶
わ
な
く
な
る
。

総
務
課
長

中
心
署
と
対
象
署
の

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
で
決
め
た
。

協
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会

介
護
等
の
事
情
が
あ
る

が
、
徴
収
に
長
け
た
職
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も
い
る
。

長
官

一
定
の
条
件
の
下
で
、
人

事
配
置
を
行
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て
い
る
。
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会

職
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は
、
生
活
を
し
な

が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
。
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官

公
務
の
要
請
が
第
一
だ
。

滞
納
を
効
率
的
に
減
ら
す
た
め
に

集
中
化
も
実
施
し
て
い
く
。
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理
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の
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を
今
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や
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書

に
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の
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ま
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し
、
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と
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の
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等
の
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る
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、
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た
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で
、
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、
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を
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事
を
し
て
い
る
。

長
官

公
務
の
要
請
が
第
一
だ
。

滞
納
を
効
率
的
に
減
ら
す
た
め
に

集
中
化
も
実
施
し
て
い
く
。

宮城副代表委員宮城副代表委員

星屋人事課長星屋人事課長



2017年 6月 15日2017年 6月 15日
組合員の購読料は組合
費に含まれています。
組合員の購読料は組合
費に含まれています。））（（ 第 2074号第 2074号 （２）（２）

協
議
会

申
告
書
へ
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
記
載
と
本
人
確
認

の
事
務
量
が
増
加
し
た
た
め
、

提
出
コ
ー
ナ
ー
が
混
雑
し
、

職
員
の
負
担
と
な
っ
た
。

長
官

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
実

質
的
初
年
度
で
も
あ
り
、
各

局
で
事
務
量
も
積
算
し
、
必

要
な
人
員
配
置
や
広
報
も
し

て
き
た
。
全
体
と
し
て
順
調

に
推
移
し
た
と
考
え
て
い
る
。

改
め
て
実
情
を
把
握
し
、
来

年
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

協
議
会

申
告
書
へ
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
記
載
と
本
人
確
認

の
事
務
量
が
増
加
し
た
た
め
、

提
出
コ
ー
ナ
ー
が
混
雑
し
、

職
員
の
負
担
と
な
っ
た
。

長
官

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
実

質
的
初
年
度
で
も
あ
り
、
各

局
で
事
務
量
も
積
算
し
、
必

要
な
人
員
配
置
や
広
報
も
し

て
き
た
。
全
体
と
し
て
順
調

に
推
移
し
た
と
考
え
て
い
る
。

改
め
て
実
情
を
把
握
し
、
来

年
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

協
議
会

本
人
確
認
事
務
で

省
略
で
き
る
部
分
が
あ
れ
ば
、

改
善
し
て
ほ
し
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

が
進
め
ば
、
窓
口
で
の
確
認

協
議
会

本
人
確
認
事
務
で

省
略
で
き
る
部
分
が
あ
れ
ば
、

改
善
し
て
ほ
し
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

が
進
め
ば
、
窓
口
で
の
確
認

は
省
略
で
き
る
。

長
官

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
が
進
め
ば
変
わ
っ

て
く
る
だ
ろ
う
と
は
思
う
。

協
議
会

超
勤
の
増
減
は
？

総
務
課
長

全
体
と
し
て
、

前
年
と
同
様
だ
。
各
事
務
の

状
況
を
検
討
し
て
い
く
。

協
議
会

相
談
事
務
が
後
ろ

倒
し
と
な
っ
た
結
果
、
審
査

は
省
略
で
き
る
。

長
官

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
が
進
め
ば
変
わ
っ

て
く
る
だ
ろ
う
と
は
思
う
。

協
議
会

超
勤
の
増
減
は
？

総
務
課
長

全
体
と
し
て
、

前
年
と
同
様
だ
。
各
事
務
の

状
況
を
検
討
し
て
い
く
。

協
議
会

相
談
事
務
が
後
ろ

倒
し
と
な
っ
た
結
果
、
審
査

事
務
が
3
月
16
日
以
降
に
集

中
し
、
超
勤
が
増
え
た
。

総
務
課
長

各
署
の
状
況
は

様
々
で
あ
る
が
、
結
果
と
し

て
昨
年
と
同
程
度
で
大
幅
な

増
加
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

協
議
会

超
勤
を
前
提
と
し

な
い
事
務
計
画
が
本
来
。
特

定
の
事
務
で
超
勤
が
増
え
て

い
る
の
は
問
題
だ
。

事
務
が
3
月
16
日
以
降
に
集

中
し
、
超
勤
が
増
え
た
。

総
務
課
長

各
署
の
状
況
は

様
々
で
あ
る
が
、
結
果
と
し

て
昨
年
と
同
程
度
で
大
幅
な

増
加
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

協
議
会

超
勤
を
前
提
と
し

な
い
事
務
計
画
が
本
来
。
特

定
の
事
務
で
超
勤
が
増
え
て

い
る
の
は
問
題
だ
。

協
議
会

ま
ず
、
長
官
は
前

回
、
管
理
運
営
部
門
が
「
定

着
し
て
き
た
」
と
回
答
し
た

が
、
現
場
と
ず
れ
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
お
く
。
提
出

票
は
、
非
常
勤
職
員
が
「
こ

の
書
類
が
無
く
な
っ
た
ら
責

任
を
問
わ
れ
る
の
で
は
」
と

協
議
会

ま
ず
、
長
官
は
前

回
、
管
理
運
営
部
門
が
「
定

着
し
て
き
た
」
と
回
答
し
た

が
、
現
場
と
ず
れ
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
お
く
。
提
出

票
は
、
非
常
勤
職
員
が
「
こ

の
書
類
が
無
く
な
っ
た
ら
責

任
を
問
わ
れ
る
の
で
は
」
と

心
配
し
て
い
る
。
提
出
票
の

導
入
は
本
当
に
効
果
が
あ
っ

た
の
か
。

長
官

複
数
の
署
か
ら
、
誤

返
却
が
即
日
判
明
し
た
事
例

な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

改
善
の
意
見
は
言
っ
て
も
ら

い
た
い
が
、
そ
も
そ
も
「
提

心
配
し
て
い
る
。
提
出
票
の

導
入
は
本
当
に
効
果
が
あ
っ

た
の
か
。

長
官

複
数
の
署
か
ら
、
誤

返
却
が
即
日
判
明
し
た
事
例

な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

改
善
の
意
見
は
言
っ
て
も
ら

い
た
い
が
、
そ
も
そ
も
「
提

出
票
を
や
め
る
」
と
い
う
考

え
は
な
い
。
提
出
票
の
導
入

で
犯
人
探
し
を
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。

協
議
会

シ
ス
テ
ム
化
の
検

討
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

出
票
を
や
め
る
」
と
い
う
考

え
は
な
い
。
提
出
票
の
導
入

で
犯
人
探
し
を
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。

協
議
会

シ
ス
テ
ム
化
の
検

討
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

長
官

幾
つ
か
絞
り
込
む
と

こ
ま
で
具
体
的
な
話
は
し
て

い
る
が
、
い
つ
か
ら
ど
う
だ
、

と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
に
で

き
る
段
階
で
は
な
い
。

協
議
会

管
理
運
営
部
門
へ

の
国
専
採
用
者
全
員
の
一
律

配
置
を
や
め
る
こ
と
。

長
官

幾
つ
か
絞
り
込
む
と

こ
ま
で
具
体
的
な
話
は
し
て

い
る
が
、
い
つ
か
ら
ど
う
だ
、

と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
に
で

き
る
段
階
で
は
な
い
。

協
議
会

管
理
運
営
部
門
へ

の
国
専
採
用
者
全
員
の
一
律

配
置
を
や
め
る
こ
と
。

長
官

管
理
運
営
部
門
は
納

税
者
へ
の
対
応
や
納
税
者
管

理
を
担
当
し
て
お
り
、
署
全

体
の
事
務
を
把
握
す
る
こ
と

に
適
し
て
い
る
と
考
え
て
お

り
、
現
時
点
で
見
直
す
考
え

は
な
い
。

協
議
会

過
去
の
や
り
方
で

長
官

管
理
運
営
部
門
は
納

税
者
へ
の
対
応
や
納
税
者
管

理
を
担
当
し
て
お
り
、
署
全

体
の
事
務
を
把
握
す
る
こ
と

に
適
し
て
い
る
と
考
え
て
お

り
、
現
時
点
で
見
直
す
考
え

は
な
い
。

協
議
会

過
去
の
や
り
方
で

協
議
会

全
国
税
・
全
税
支
部
組

合
員
へ
差
別
を
や
め
、
６
級
ポ
ス

ト
発
令
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
。

長
官

人
事
は
公
務
の
要
請
に
基

づ
き
、
適
材
適
所
で
行
政
効
率
を

最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
に
行
っ

て
お
り
、
職
員
団
体
の
加
入
の
有

無
で
行
っ
て
い
な
い
し
、
行
う
つ

も
り
も
な
い
。

協
議
会

該
当
者
へ
の
発
令
を
改

め
て
要
求
す
る
。
そ
の
中
で
も
、

山
道
外
誠
さ
ん
（
51
期
・
渋
谷
）

へ
の
４
級
昇
格
は
、

ぜ
ひ
実
現
を
。

長
官

個
別
の
人

事
に
は
答
え
ら
れ

な
い
。
発
令
は
人

事
の
基
本
的
な
考

え
方
に
基
づ
い
て

行
っ
て
い
る
。

協
議
会

６
級
昇

格
未
発
令
者
に
対
し
て
の
昇
格
発

令
も
行
う
こ
と
。

九
州
地
連
の
組
合
員
で
あ
る
堀

切
さ
ん
に
対
す
る
人
事
評
価
が
今

回
も
Ｃ
評
価
だ
っ
た
。
噂
で
は
、

「
熊
本
局
で
は
、
一
回
Ｃ
評
価
が

出
る
と
、
す
ぐ
に
は
Ｂ
や
Ａ
に
で

き
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
ら
し

い
。
本
当
な
ら
ば
問
題
あ
る
し
、

本
来
は
、
「
Ｃ
」
で
あ
る
の
な
ら
、

管
理
者
が
指
導
す
る
は
ず
だ
。

人
事
課
長

評
価
期
間
は
半
年
間

で
あ
り
、
制
度
の
趣
旨
に
則
っ
て

実
施
さ
れ
て
い
る
。

協
議
会

職
員
の
あ
ら
捜
し
で
な

く
、
き
ち
ん
と
評
価
す
べ
き
だ
。

全
国
税
組
合
員
に
対
す
る
Ｃ
評
価

は
認
め
ら
れ
な
い
。

長
官

人
事
評
価
制
度
は
、
制
度

の
趣
旨
に
即
し
て
運
用
さ
れ
る
べ

き
だ
。

協
議
会

全
国
税
・
全
税
支
部
組

合
員
へ
差
別
を
や
め
、
６
級
ポ
ス

ト
発
令
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
。

長
官

人
事
は
公
務
の
要
請
に
基

づ
き
、
適
材
適
所
で
行
政
効
率
を

最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
に
行
っ

て
お
り
、
職
員
団
体
の
加
入
の
有

無
で
行
っ
て
い
な
い
し
、
行
う
つ

も
り
も
な
い
。

協
議
会

該
当
者
へ
の
発
令
を
改

め
て
要
求
す
る
。
そ
の
中
で
も
、

山
道
外
誠
さ
ん
（
51
期
・
渋
谷
）

へ
の
４
級
昇
格
は
、

ぜ
ひ
実
現
を
。

長
官

個
別
の
人

事
に
は
答
え
ら
れ

な
い
。
発
令
は
人

事
の
基
本
的
な
考

え
方
に
基
づ
い
て

行
っ
て
い
る
。

協
議
会

６
級
昇

格
未
発
令
者
に
対
し
て
の
昇
格
発

令
も
行
う
こ
と
。

九
州
地
連
の
組
合
員
で
あ
る
堀

切
さ
ん
に
対
す
る
人
事
評
価
が
今

回
も
Ｃ
評
価
だ
っ
た
。
噂
で
は
、

「
熊
本
局
で
は
、
一
回
Ｃ
評
価
が

出
る
と
、
す
ぐ
に
は
Ｂ
や
Ａ
に
で

き
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
ら
し

い
。
本
当
な
ら
ば
問
題
あ
る
し
、

本
来
は
、
「
Ｃ
」
で
あ
る
の
な
ら
、

管
理
者
が
指
導
す
る
は
ず
だ
。

人
事
課
長

評
価
期
間
は
半
年
間

で
あ
り
、
制
度
の
趣
旨
に
則
っ
て

実
施
さ
れ
て
い
る
。

協
議
会

職
員
の
あ
ら
捜
し
で
な

く
、
き
ち
ん
と
評
価
す
べ
き
だ
。

全
国
税
組
合
員
に
対
す
る
Ｃ
評
価

は
認
め
ら
れ
な
い
。

長
官

人
事
評
価
制
度
は
、
制
度

の
趣
旨
に
即
し
て
運
用
さ
れ
る
べ

き
だ
。

何
か
問
題
が
あ
っ
た
の
か
。

新
採
用
者
の
指
導
の
重
要
性

は
認
識
し
て
い
る
が
、
３
人
、

４
人
と
な
れ
ば
、
相
当
の
負

担
だ
。
当
局
の
意
図
か
ら
も

外
れ
て
し
ま
う
。

人
事
課
長

一
年
目
職
員
を

い
き
な
り
調
査
部
門
は
厳
し

何
か
問
題
が
あ
っ
た
の
か
。

新
採
用
者
の
指
導
の
重
要
性

は
認
識
し
て
い
る
が
、
３
人
、

４
人
と
な
れ
ば
、
相
当
の
負

担
だ
。
当
局
の
意
図
か
ら
も

外
れ
て
し
ま
う
。

人
事
課
長

一
年
目
職
員
を

い
き
な
り
調
査
部
門
は
厳
し

く
、
内
部
事
務
を
経
験
し
た

方
が
よ
い
と
い
う
考
え
だ
。

協
議
会

何
故
、
普
通
科
生

は
初
め
か
ら
調
査
・
徴
収
な

の
か
。
い
き
な
り
、
調
査
先

で
社
長
や
税
理
士
の
相
手
を

し
て
い
る
。
今
の
回
答
で
は

理
解
に
苦
し
む
。

く
、
内
部
事
務
を
経
験
し
た

方
が
よ
い
と
い
う
考
え
だ
。

協
議
会

何
故
、
普
通
科
生

は
初
め
か
ら
調
査
・
徴
収
な

の
か
。
い
き
な
り
、
調
査
先

で
社
長
や
税
理
士
の
相
手
を

し
て
い
る
。
今
の
回
答
で
は

理
解
に
苦
し
む
。

協
議
会

①
調
査
件
数
を
削

減
す
る
こ
と
。
②
特
に
、
若

手
職
員
は
余
裕
の
あ
る
調
査

件
数
と
す
る
こ
と
。
③
調
査

件
数
が
ノ
ル
マ
で
あ
る
か
の

よ
う
な
運
営
は
や
め
る
こ
と
。

協
議
会

①
調
査
件
数
を
削

減
す
る
こ
と
。
②
特
に
、
若

手
職
員
は
余
裕
の
あ
る
調
査

件
数
と
す
る
こ
と
。
③
調
査

件
数
が
ノ
ル
マ
で
あ
る
か
の

よ
う
な
運
営
は
や
め
る
こ
と
。

④
調
査
事
務
量
の
確
保
の
た

め
に
、
確
申
期
や
異
動
時
期

の
調
査
計
画
を
強
要
し
な
い

こ
と
。

当
局

効
率
的
な
事
務
計
画

の
策
定
と
、
弾
力
的
な
実
施

④
調
査
事
務
量
の
確
保
の
た

め
に
、
確
申
期
や
異
動
時
期

の
調
査
計
画
を
強
要
し
な
い

こ
と
。

当
局

効
率
的
な
事
務
計
画

の
策
定
と
、
弾
力
的
な
実
施

を
指
示
し
て
い
る
。
ノ
ル
マ

で
は
な
く
目
安
と
し
て
示
し

を
指
示
し
て
い
る
。
ノ
ル
マ

で
は
な
く
目
安
と
し
て
示
し

て
い
る
。

協
議
会

換
価
の
猶
予
申
請

て
い
る
。

協
議
会

換
価
の
猶
予
申
請

制
度
が
定
着
す
る
な
か
、
対

応
が
相
当
な
負
担
だ
。
徴
収

職
員
を
増
員
す
る
こ
と
。

長
官

定
員
は
、
全
体
の
事

務
量
を
見
な
が
ら
適
切
に
配

置
し
て
い
る
。
許
可
し
た
事

案
の
履
行
監
視
は
、
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
で
行
い
、
一
方
で

特
整
へ
の
局
引
継
ぎ
な
ど
、

局
の
支
援
を
適
宜
行
っ
て
い

る
。

制
度
が
定
着
す
る
な
か
、
対

応
が
相
当
な
負
担
だ
。
徴
収

職
員
を
増
員
す
る
こ
と
。

長
官

定
員
は
、
全
体
の
事

務
量
を
見
な
が
ら
適
切
に
配

置
し
て
い
る
。
許
可
し
た
事

案
の
履
行
監
視
は
、
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
で
行
い
、
一
方
で

特
整
へ
の
局
引
継
ぎ
な
ど
、

局
の
支
援
を
適
宜
行
っ
て
い

る
。

調

査

調

査

徴

収

徴

収

件
数
削
減
を

件
数
削
減
を

増
員
を

増
員
を

田山評議員田山評議員

吉井総務課長吉井総務課長

真貝評議員真貝評議員

「提出票に非常勤職員が怯えている」と稗田代表委員「提出票に非常勤職員が怯えている」と稗田代表委員

「（提出票導入目的は）犯人捜しではない」と迫田長官「（提出票導入目的は）犯人捜しではない」と迫田長官


